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親
世
代
の
話
だ
が
、
昔
の

最
大
の
娯
楽
と
い
え
ば
映

画
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
銀

幕
の
ス
タ
ー
へ
の
あ
こ
が
れ
は

強
か
っ
た
。
親
が
特
に
好
ん
で

見
て
い
た
の
が
西
部
劇
、
ジ
ョ

ン
・
ウ
ェ
イ
ン
や
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
が
ラ
イ

フ
ル
片
手
に
荒
野
を
駆
け
回

り
、
正
義
の
た
め
に
戦
う
。

そ
こ
で
必
ず
出
て
く
る
の
が

一
服
シ
ー
ン
。
タ
バ
コ
を
く
わ

え
仲
間
と
作
戦
を
練
る
。
そ

の
姿
が
か
っ
こ
よ
く
当
時
の

若
者
は
胸
を
打
た
れ
た
。
ま

た
、「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
」
で
は
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
が
五
番
街
で
キ
セ

ル
を
片
手
に
た
た
ず
む
シ
ー

ン
が
印
象
的
。
喫
煙
は
か
っ
こ

よ
く
お
し
ゃ
れ
で
そ
し
て
大

人
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
よ
う

だ
▼
Ｊ
Ｔ
の
統
計
に
よ
る
と

昭
和
40
年
代
は
成
人
の
喫
煙

率
が
男
性
80
％
、
女
性
で
も

20
％
と
タ
バ
コ
は
当
た
り
前

の
も
の
で
あ
っ
た
。
家
で
も
職

場
で
も
車
内
で
も
モ
ク
モ
ク
、

小
生
も
会
議
の
準
備
で
「
灰

皿
が
出
て
な
い
」
と
怒
ら
れ

た
。
吸
わ
な
き
ゃ
大
人
じ
ゃ

な
い
？
と
思
っ
て
、
吸
い
真
似

を
し
た
時
も
あ
っ
た
。
た
ま
た

ま
金
が
な
か
っ
た
の
で
習
慣

に
な
ら
な
か
っ
た
が
▼
そ
し
て

時
代
は
流
れ
、
今
や
タ
バ
コ
は

害
と
し
か
言
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
平
成
30
年
の
喫
煙
率
は

17
％
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
風

前
の
灯
だ
▼
鹿
屋
体
育
大
学

も
、
来
年
４
月
か
ら
敷
地
内

全
面
禁
煙
と
な
る
。
健
康
教

育
を
標
ぼ
う
す
る
大
学
と
し

て
は
遅
き
に
失
し
た
感
は
あ

る
が
、
タ
バ
コ
の
な
い
ク
リ
ー

ン
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し

フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
け
ま
わ
る
。

そ
れ
だ
け
で
か
っ
こ
い
い
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
！

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や
」

（
鹿
屋
市
主
催
）を
鹿
屋
体
育
大
学
で
実
施

　

10
月
12
～
14
日
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
10
月
19
、
20
日
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合

が
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
地
域

密
着
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド 

Blue W
inds presents.

2019

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ

デ
イ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ

イ
は
同
大
学
の
施
設
を
使
用

し
た
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合

を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民

が
気
軽
に
大
学
を
訪
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
「
み
る
」
こ
と

と
、
学
生
を
応
援
し
「
さ
さ

え
る
」
こ
と
の
活
動
機
会
を

確
保
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
２
０
１
９
九
州
大
学
秋

季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
リ
ー

グ
大
会
と
、
２
０
１
９
全
九

州
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
（
男
・
女
）
を
観

戦
・
応
援
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
リ
ー
グ

　

10
月
20
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
鹿
屋
市
主
催
の

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か

の
や
」
が
開
催
さ
れ
、
お
よ

そ
１
５
０
０
人
の
参
加
者
が

来
場
し
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か

の
や
」
が
同
大
学
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
の
は
昨
年
に
続

き
２
回
目
で
、
新
た
な
種
目

や
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
Ｓ
Ｐ
研
究
セ
ン

タ
ー
」
）
で
の
実
施

も
加
わ
り
、
大
学
内

は
に
ぎ
や
か
な
声
が

飛
び
交
う
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
の
1
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

9
時
の
受
付
開
始

時
か
ら
多
く
の
家
族

連
れ
が
訪
れ
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
に

な
っ
て
い
る
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
と
、
各
ス
ポ
ー
ツ

会
場
へ
走
っ
て
行
く

姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
野
球
選

手
も
測
定
す
る
球
質

測
定
体
験
や
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
体
験
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

で
の
ボ
ー
ト
体
験
か

ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

等
、
多
く
の
種
目
が

Ｓ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー

で
実
施
さ
れ
、
日
ご

ろ
な
じ
み
の
薄
い
ス

ポ
ー
ツ
に
も
多
く
の

方
々
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
屋

外
は
サ
ッ
カ
ー
、
テ

ニ
ス
な
ど
に
加
え
今

年
は
野
球
教
室
も
初

き
上
が
り
ま
し
た
。
め
ま
ぐ

る
し
く
入
れ
替
わ
る
攻
撃
と

防
御
を
目
の
前
で
観
戦
で

き
、
観
客
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド

感
と
一
体
と
な
っ
て
応
援
す

る
よ
う
な
試
合
と
な
り
、
大

い
に
盛
り
あ
が
っ
た
カ
レ
ッ

ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ

イ
、
開
催
ま
で
1
年
を
き
っ

た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
か
ご
し
ま
国
体
の

気
運
と
相
ま
っ
て
、
ま
た
晴

天
の
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
開
催

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
「
み
る
」
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

バレーボール：
VS西南女学院大学との試合

バスケットボール：力のはいった応援団（左）男子VS九州共立大（右）

お
目
見
え
し
、
同
大
学
の
誇

る
広
大
な
施
設
・
優
れ
た
設

備
を
フ
ル
活
用
し
た
さ
ま
ざ

な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
も
好
評
を
博

し
た
国
際
大
会
や
国
体
等
で

も
活
躍
す
る
選
手
に
よ
る
体

操
競
技
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

が
今
年
も
実
施
さ
れ
、
精
鋭

３
名
に
よ
る
演
技
を
一
目
観

よ
う
と
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
ま
し
た
。
公
式
試
合
を
彷

彿
さ
せ
る
よ
う
な
構
成
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
演
技
に
息
を

の
ん
で
見
入
っ
て
い
た
観
客

か
ら
は
、
着
地
と
同
時
に
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
歓
声

が
お
こ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
体
験
も

「
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
来
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
の
声
が

聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

で
は
、
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ

デ
イ
と
知
っ
て
集
ま
っ
た
多

く
の
一
般
客
や
同
大
学
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
ら
か

ら
の
力
強
い
声
援
が
飛
び
交

い
、
ア
タ
ッ
ク
や
ス
ー
パ
ー

レ
シ
ー
ブ
の
決
定
率
も
上
が

り
、
そ
の
た
び
に
大
き
な
歓

声
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し

た
。
熱
の
こ
も
っ
た
声
援
が

選
手
の
活
躍
を
後
押
し
し
、

同
大
学
チ
ー
ム
は
3
日
間
3

試
合
で
の
勝
利
を
つ
か
み
、

そ
の
勢
い
の
ま
ま
翌
週
に
福

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
リ
ー
グ

戦
で
も
活
躍
、
4
年
連
続
で

九
州
大
学
春
・
秋
リ
ー
グ
戦

で
2
冠
を
達
成
す
る
結
果
に

繋
が
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
で
は
、
2
日
間
で
女
子

1
勝
1
敗
、
男
子
2
敗
と
苦

戦
の
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ー
ル
下
の
攻
防
や
3

ポ
イ
ン
ト
の
シ
ュ
ー
ト
が
決

ま
る
ご
と
に
会
場
か
ら
は
ど

よ
め
き
の
よ
う
な
歓
声
が
沸
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鹿
屋
体
育
大
学
の
加
地
智

哉
さ
ん
（
体
育
学
研
究
科
修

士
課
程
体
育
学
専
攻
1
年
）

が
、
10
月
19
、
20
日
に
行
わ

れ
た
「
日
本
水
泳
・
水
中
運

動
学
会
年
次
大
会
」
に
お
け

る
一
般
口
頭
発
表
部
門
で
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
加

地
さ
ん
は
学
部
生
時
代
か
ら

ど
う
や
っ
た
ら
速
く
泳
げ
る

か
、
そ
の
理
論
を
追
及
し
て

お
り
、
指
導
者
や
選
手
へ
数

値
や
映
像
を
用
い
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
競
技
力
向
上
に

繋
が
る
と
の
思
い
を
胸
に
研

究
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
発
表
内
容
は
「
間
欠
的

全
力
ク
ロ
ー
ル
泳
時
の
泳
動

作
と
手
部
に
は
た
ら
く
流
体

力
の
変
化
」
と
題
し
、
水
中

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
と

左から萬久博敏准教授(水泳部監督)、加地さん、
松下学長、荻田太教授（指導教員)

修
士
論
文
中
間
発
表
会
と

博
士
論
文
指
導
研
究
会
を
実
施

「
日
本
水
泳
・
水
中
運
動
学
会
年
次
大
会
」
で

鹿
屋
体
育
大
学
の
加
地
智
哉
さ
ん
が
奨
励
賞
受
賞
！

圧
力
分
布
計
測
を
併
用
す
る

こ
と
で
、
25
ｍ
の
ク
ロ
ー
ル

泳
を
4
回
全
力
で
泳
ぐ
中
、

試
技
回
数
を
重
ね
る
こ
と
で

泳
動
作
と
推
進
力
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
か
を
分
析
し

ま
と
め
た
も
の
で
学
会
参
加

者
か
ら
の
興
味
・
関
心
も
高

く
、
そ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
地
さ
ん
は
受
賞
報
告
を

し
た
松
下
雅
雄
学
長
か
ら

「
最
近
は
海
外
の
水
泳
選
手

も
測
定
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

訪
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
学

の
プ
ー
ル
環
境
・
設
備
等
は

整
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
活

か
し
て
、
今
後
も
し
っ
か
り

研
究
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す

る
声
を
か
け
ら
れ
、
「
今
後

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で
も

活
躍
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
精

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
毎
年

10
月
に
大
学
院
体
育
学
研
究

科
修
士
課
程
２
年
生
の
学
生

を
対
象
に
し
た
中
間
発
表
会

を
、
博
士
後
期
課
程
及
び
３

年
制
博
士
課
程
の
学
生
を
対

象
に
論
文
指
導
研
究
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

中
間
発
表
会
は
1
月
15
日

が
提
出
期
限
で
あ
る
修
士
論

文
の
出
来
栄
え
を
早
期
に
評

価
診
断
し
、
質
の
高
い
論
文

の
作
成
を
促
す
と
と
も
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
10
月

15
日
～
18
日
に
口
頭
発
表
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
論
文
指

導
研
究
会
は
学
位
論
文
の
作

成
に
向
け
て
学
生
の
研
究
に

関
し
て
助
言
し
、
き
め
細
や

か
な
研
究
指
導
や
研
究
テ
ー

マ
・
研
究
計
画
を
具
体
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
10 

月
30
日
～
11
月
1
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
教
員

や
学
生
が
聴
講

す
る
中
、
発
表

者
は
自
身
の
研

究
の
目
的
、
方

法
、
結
果
及
び

考
察
等
に
つ
い

て
口
頭
発
表
を

行
い
、
そ
の
後

の
質
疑
応
答
で

は
活
発
な
質
問

や
助
言
等
が
あ

り
、
発
表
者
に

と
っ
て
幅
広
い

視
点
で
研
究
を

宮
下
純
一
氏
に
よ
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

博士論文指導研究会

会議の様子

修士論文中間発表会

　

10
月
26
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
１
０
３
教
室
に
お
い
て
東

京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
宮
下
純
一
氏
に
よ
る
講

演
会
～
出
会
い
に
感
謝　

思

い
続
け
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
学
生
や
一

般
市
民
等
を
対
象
に
、
来

年
に
開
催
が
迫
っ
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
情

報
発
信
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

同
大
学
大
学
院
体
育
学
研
究

科
修
士
課
程
1
年
の
木
原
沙

織
さ
ん
を
中
心
に
学
生
主
体

で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
、
鹿
児
島
県
出
身
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
男

子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

　

10
月
23
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

第
3
回
経
営
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は

学
外
有
識
者
を
含
め
た
委
員

に
よ
り
、
大
学
の
経
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

機
関
で
年
4
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
は
同
大
学
と

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
繋
い
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
2
年
に
1
度
は
委
員
が

大
学
を
直
接
訪
れ
て
、
大
学

や
学
生
の
実
情
を
実
感
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
学
外
委
員
の
上
治

丈
太
郎
委
員
（
公
益
財
団
法

人
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
評
議

レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
現

在
は
ス
ポ
ー
ツ
解
説
者
や
タ

レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
宮
下
純
一
氏
を
招
い
て
の

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
講

演
本
番
に
先
立
ち
同
大
学
の

屋
内
実
験
プ
ー
ル
を
訪
れ
た

宮
下
氏
は
、
自
分
た
ち
の
目

標
達
成
の
た
め
に
厳
し
い

練
習
を
日
々
重
ね
て
い
る
水

泳
部
員
を
前
に
、
自
身
の
大

学
生
活
の
話
を
交
え
な
が
ら

選
手
と
し
て
応
援
さ
れ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
等
を

話
し
、
部
員
か
ら
の
質
問
に

も
気
さ
く
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

構
内
教
室
で
行
わ
れ
た
講

演
会
で
は
、
日
本
選
手
権
や

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
決

勝
時
の
映
像
と
と
も
に
実
物

の
銅
メ
ダ
ル
を
披
露
し
ま
し

た
。
水
泳
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
幼
少
期
に
水
が
大
嫌

い
で
幼
稚
園
の
先
生
か
ら
両

親
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

へ
通
わ
せ
る
こ
と
を
勧
め
ら

れ
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
順
調
に
記
録
が
伸
び
て

い
た
学
生
時
代
か
ら
全
く
記

録
が
伸
び
な
く
な
っ
た
プ
ロ

時
代
を
経
験
し
な
が
ら
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル

を
取
る
ま
で
の
軌
跡
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
夢
を
叶
え
る

た
め
に
は
明
確
な
夢
を
持
ち

続
け
て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

や
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
話
し
ま
し
た
。
講
演
会
の

最
後
に
は
、
宮
下
氏
を
囲
ん

で
参
加
者
全
員
と
記
念
撮
影

鹿
屋
体
育
大
学
で

経
営
協
議
会
を
開
催

員
）
、
泉
正
文
委
員
（
公
益

財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
副
会
長
兼
専
務
理
事
）
、

小
舘
香
椎
子
委
員
（
日
本
女

子
大
学
名
誉
教
授
）
及
び
宮

嶋
泰
子
委
員
（
株
式
会
社
テ

レ
ビ
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
）
が
出
席
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
鹿
屋
体
育

大
学
補
正
予
算
、
国
立
大
学

法
人
鹿
屋
体
育
大
学
職
員
給

与
規
則
等
の
一
部
改
正
等
に

関
す
る
審
議
及
び
２
０
１
８

事
業
年
度
財
務
諸
表
の
承

認
、
令
和
2
年
度
文
科
省
概

算
要
求
に
関
す
る
事
項
等
の

報
告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は

補
正
予
算
や
敷
地
内
全
面
禁

煙
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

学
内
委
員
と
の
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
24
日
に
は
学
外
委

員
向
け
に
施
設
見
学
が
行
わ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
総

合
体
育
館
、
武
道
館
及
び
実

験
プ
ー
ル
な
ど
約
2
時
間
を

か
け
同
大
学
の
広
大
な
施

設
・
設
備
を
回
り
ま
し
た
。

今
回
の
同
大
学
で
の
開
催

は
、
学
内
外
の
委
員
間
で
の

充
実
し
た
意
見
交
換
の
場
が

確
保
で
き
た
だ
け
で
は
な

く
、
実
態
を
踏
ま
え
た
今
後

へ
の
意
見
や
感
想
に
つ
な
が

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
、
同

大
学
の
第
３
期
中
期
目
標
期

間
の
目
標
達
成
や
第
4
期
へ

向
け
て
の
参
考
と
な
る
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

流水プールを見学する様子

進
し
ま
す
」
と
今
後
へ
の
意

欲
を
み
せ
ま
し
た
。

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
発
表

し
た
学
生
は
今
後
学
位
の
取

得
を
目
指
し
、
研
究
を
さ
ら

に
進
め
、
学
位
論
文
を
提
出

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

を
行
い
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム



農業機械
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○飲酒は20歳になってから。

○飲酒は楽しく、適量を。

○妊娠中、授乳期の飲酒はお控えください。

○飲酒運転は法律で禁止されています。
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　現在、ラグビー部は部員が1名しかおらず、社
会人チームである鹿屋wombats、ろっこうクラブ
の皆さん方とともに練習・試合を行っています。
今年度は鹿児島県の社会人1部リーグで良い結果
を残すことができ、九州大会に出場することが決
まりました。
　私は鹿屋体育大学に入学した時、入る部活を特
に決めておりませんでした。少しだけラグビーに
興味があったという理由で、ルールやポジション、
試合人数など何も知らないまま、軽い気持ちで入
部しました。初めの頃は、人とぶつかることや倒
れることによる恐怖心や痛みの方が強く、あまり
楽しいと感じたことはありませんでしたが、試合を
経験するにつれて、次第にラグビーに対する理解
が深まり、楽しさや面白さを感じるようになってい
きました。ここでは初心者でもすぐに試合を経験
することができるため、すぐにラグビーの面白さ
を感じることができると思います。

　社会人チームの皆さんは、ラグビー初心者に対
しても快く受け入れてくれる良い方々ばかりです。
ラグビーのことについて詳しく教えてくださった
り、学生に対する補助をしてくださったりなど、私
自身もとてもよく面倒をみていただいていました。
このような形で社会人の方々と関わることができ、
多くの職種の方の話を聞くことができるのも、鹿
屋体育大学ラグビー部の特徴です。
　先日行われたラグビーワールドカップでは、日
本代表が素晴らしい活躍を見せ、見事ベスト８入
りを果たしました。今回のワールドカップを見て、
初めてラグビーに興味を持った方も多いと思いま
す。そこで少しでもラグビーを見たい、知りたい、
やってみたいという方がいましたら、ぜひ鹿屋体
育大学ラグビー部へお越しください。初心者やに
わかファン、経験者などなど、どんな方でも歓迎
しております。

ラグビー部

課外活動団体紹介

　

11
月
7
日
鹿
屋
体
育
大
学

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
健

康
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
学
生
生

活
を
健
康
的
に
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
、
自
分
の
健
康
状

態
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
意
識
さ
せ
実
践
的

な
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
約
５
０
０
名
の
学
生
・

教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
同
大

学
で
敷
地
内
全
面
禁
煙
を
実

施
す
る
こ
と
、
す
で
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
流
行
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年

度
は
「
禁
煙
と
感
染
症
予

防
」
を
テ
ー
マ
に
同
大
学
保

左から吳さん（最優秀賞）、日本語指導をしている
鹿屋体育大学の吉重美紀教授、劉さん（奨励賞）

留
学
生
２
名
が
日
本
語
弁
論
大
会
で
受
賞

健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
安
田
修

所
長
、
小
牧
梨
沙
看
護
師
に

よ
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
参
加
者
全
員
に
マ

ス
ク
が
配
布
さ
れ
、
正
し
い

着
用
方
法
の
説
明
が
あ
り
、

全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま

ま
セ
ミ
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
感
染
症
予
防
で

は
、
主
な
感
染
経
路
や
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

形
式
等
で
わ
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
禁
煙
に
つ

い
て
は
、
喫
煙
が
健
康
に

悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
重
要
な
集

中
力
・
免
疫
力
・
筋
力
・
瞬

発
力
の
低
下
に
も
影
響
す
る

こ
と
や
、
受
動
喫
煙
・
サ
ー

ド
ハ
ン
ド
・
ス
モ
ー
ク
（
三

次
喫
煙
）
の
被
害
及
び
加
熱

式
タ
バ
コ
に
つ
い
て
も
映
像

を
交
え
て
詳
し
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
喫
煙

に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、

8
割
以
上
の
学

生
が
「
周
囲
の

人
が
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
い
た
ら

不
快
に
な
る
」

と
回
答
し
、
20

歳
以
上
の
学
生

の
９
割
以
上
が

喫
煙
し
た
こ
と

は
な
い
と
、
健

康
に
関
す
る
意

識
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
結
果

が
得
ら
れ
ま
し

た
。
一
人
一
人

が
タ
バ
コ
や
感

　

10
月
20
日
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
」
に
お
い
て
、
鹿
屋
市
と

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
ワ
ク
ワ

ク
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
の

一
部
と
し
て
「
外
国
人
に
よ

る
日
本
語
弁
論
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
1
年
の
劉

暁
通
さ
ん
と
韓
国
か
ら
の
交

換
留
学
生
の
吳
喜
宣
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
に
は

ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
７
カ
国

８
人
が
出
場
し
、
母
国
と
日

本
の
違
い
、
紛
ら
わ
し
い
日

本
語
、
お
も
て
な
し
等
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
私
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
も
の
」
と
い
う
題
目
で
、

家
族
と
離
れ
暮
ら
す
中
で
気

づ
い
た
家
族
と
の
絆
に
つ
い

て
発
表
し
た
吳
さ
ん
が
最
優

秀
賞
を
、
「
鹿
屋
の
生
活
へ

の
思
い
」
と
い
う
題
目
で
、

鹿
屋
市
の
国
際
化
に
向
け
て

提
案
を
し
た
劉
さ
ん
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰

式
で
の
講
評
で
は
、
吳
さ
ん

の
ス
ピ
ー
チ
は
「
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
て
、
深
く
心
を
打
ち
ま
し

た
」
と
、
劉
さ
ん
に
は
「
鹿

屋
に
対
す
る
３
つ
の
提
言

が
、
わ
か
り
や
す
く
美
し
い

日
本
語
で
ま
と
ま
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
弁
論
大
会
を
振
り

返
り
、
吳
さ
ん
は
「
緊
張
し

ま
し
た
が
、
留
学
生
活
の
成

果
を
残
せ
て
う
れ
し
い
」

と
、
劉
さ
ん
は
「
初
め
て
一

般
の
日
本
人
の
前
で
発
表
し

緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
教
職

員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和

元
年
度
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
講
習
会
」
を
11
月
14
日

に
開
催
し
、
44
名
の
教
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
責
任
者
で
あ
る
荻
田
太

学
長
補
佐
の
挨
拶
の
後
、
鹿

児
島
大
学
学
術
情
報
基
盤
セ

ン
タ
ー
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
戦
略
室
室
長
の
佐
藤
豊

彦
氏
か
ら
「
大
学
に
お
け
る

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
教
職

員
を
対
象
と
し
た
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
講

師
派
遣
型
研
修
事
業
社
か
ら

講
師
を
招
き
、
教
職
員
が
こ

こ
ろ
の
健
康
対
策
と
し
て
の

セ
ル
フ
ケ
ア
等
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
学
び
、
認
識
を
深

め
る
こ
と
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
と
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
ス
ト
レ

ス
を
１
人
で
抱
え
こ
ま
な
い

職
場
環
境
を
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

研
修
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
現
状
等
に
つ
い
て
の
講
義

が
あ
っ
た
後
、
４
人
編
成
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
個
人
の
心
理
や
思

考
を
考
え
る
よ
う
な
研
修
内

容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
初
め

は
口
数
が
少
な
く
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
た
参
加
者
も
、

幾
つ
か
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

令
和
元
年
度

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
習
会
」

を
開
催

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

－

身
近
に
起
こ
り
え
る
事

件
と
事
故
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
は

最
近
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
的
な

事
例
の
紹
介
や
、
一
人
ひ
と

り
が
実
践
す
べ
き
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
守
る
た
め
の

方
法
が
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
同
大

学
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
講
習

と
な
り
ま
し
た
。

染
症
予
防
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
実
践
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

を
行
い
な
が
ら
自
分
の
思
考

回
路
の
癖
や
物
事
の
と
ら
え

方
を
知
り
、
不
調
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
な
考
え
方
を
学
び

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の

現
状
に
つ
い
て
客
観
的
に

考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ

た
」
、
「
部
下
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と

れ
る
よ
う
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
等
の
意
見
が
あ
る
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

を
開
催
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台
湾
の
五
輪
代
表
競
泳
選
手
チ
ー
ム

鹿
屋
体
育
大
学
で
強
化
合
同
練
習

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交

流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
11
月
3

日
、
第
5
回
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
説
明
会

を
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ

ス
文
教
校
舎
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
説
明
会
は
、
大
学

進
学
者
の
多
い
関
東
地
区
に

お
け
る
同
大
学
へ
の
進
学
に

興
味
・
関
心
の
あ
る
高
校
生

を
主
な
対
象
と
し
、
同
大
学

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
年
7
回
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
23
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
同
大
学
の
隅

野
美
砂
輝
講
師
か
ら
概
要
説

明
の
後
、
教
職
員
と
の
個
別

《
一
般
》

　

カ
イ
コ
ー
㈱
様
（
三
万
円
）

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
が
内
定
し
た
台

湾
の
競
泳
選
手
、
王
星
皓
さ

ん
と
王
冠
閎
さ
ん
及
び
教
員

や
ス
タ
ッ
フ
が
10
月
28
日
～

11
月
７
日
の
11
日
間
、
体
力

や
泳
技
術
に
関
す
る
測
定
と

強
化
合
同
練
習
の
た
め
に
鹿

屋
体
育
大
学
を
訪
れ
ま
し

た
。
同
大
学
と
国
立
体
育
大

学
は
大
学
間
交
流
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
本
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
担
当
学
長
補
佐
で
あ
り

「
水
泳
運
動
中
の
生
理
学
と

力
学
に
関
す
る
研
究
」
等
を

専
門
と
す
る
荻
田
太
教
授
と

国
立
体
育
大
学
の
鄭
世
忠
教

授
が
協
定
校
と
し
て
の
事
業

を
行
う
中
で
交
流
が
広
が

り
、
国
立
体
育
大
学
か
ら
初

の
競
泳
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

者
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
今
回
の
来
学
が
実
現
し
ま

し
た
。

第
２
回 

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

　

合
宿
に
あ
た
っ
て
最
初
に

本
学
の
松
下
雅
雄
学
長
を
表

敬
訪
問
し
た
一
行
は
、
合
宿

受
け
入
れ
に
対
す
る
感
謝
と

今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
関
係

に
つ
い
て
歓
談
し
松
下
学
長

か
ら
「
荻
田
教
授
の
測
定
と

萬
久
博
敏
准
教
授
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
を

こ
な
し

て
、
大
き

な
夢
を
達

成
す
る
た

め
の
貴
重

な
時
間
に

し
て
く
だ

さ
い
」
と

選
手
へ
激

励
の
声
が

か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

競
技
力

向
上
の
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
充
実

さ
せ
る
に
十
分
な
設
備
と
、

教
員
や
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
の

高
い
ス
キ
ル
や
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
に
支
え
ら
れ
た

今
回
の
合
宿
。
両
選
手
か
ら

は
、
一
緒
に
練
習
し
た
学
生

た
ち
が
練
習
に
主
体
的
に
と

表敬訪問にて

鹿屋体育大学スタッフによる流水プール測定

個別相談の様子

り
く
む
姿
勢
や
、
こ
れ
ま
で

と
違
っ
た
練
習
方
法
を
教
え

て
も
ら
え
た
こ
と
な
ど
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
趣
旨
の
感

想
が
聞
か
れ
、
お
二
人
に

と
っ
て
実
り
あ
る
合
宿
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
本
学
の

水
泳
部
員
に
と
っ
て
も
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
か
ら

よ
い
刺
激
を
受
け
る
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
個

別
相
談
に
お
い
て
は
、
大
学

の
概
要
や
入
試
の
こ
と
な
ど

高
校
生
や
保
護
者
視
線
の
細

か
な
点
に
つ
い
て
多
く
の
質

疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

同
大
学
へ
の
関
心
の
深
さ
が

伺
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
も
「
鹿
屋
体
育
大
の
よ
り

詳
し
い
話
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
」
「
大
学
の
施
設
の
詳
細

も
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
行

き
た
い
気
持
ち
が
高
ま
り
ま

し
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
概
ね
好
評
な
結

果
が
得
ら
れ
、
参
加
者
に

　

10
月
か
ら
後
期
に
入
っ
た
鹿
屋

体
育
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

室
で
は
、
就
職
支
援
会
社
の
協
力

に
よ
る
就
活
セ
ミ
ナ
ー
や
各
学
年

に
応
じ
た
就
職
支
援
行
事
を
企
画

し
て
お
り
、
学
生
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
11
月
13
日
に

１
～
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
第

２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
開
催

さ
れ
、
各
学
年
の
時
期
に
見
合
っ

た
就
職
活
動
の
講
話
や
座
談
会
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年
生
コ
ー

ス
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前

勉
強
会
と
称
し
、
４
年
生
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
談
や

考
え
方
、
こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
う
学
生
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
の
講
話
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
２
年

生
コ
ー
ス
で
は
課
題
解
決
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
称
し
２
年
生
の
う
ち

か
ら
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
力
の

講
義
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
、
３
年
生
コ
ー
ス
で
は
就
職

活
動
・
採
用
試
験
報
告
会
と
称

し
、
教
員
、
公
務
員
、
一
般
企
業

の
３
コ
ー
ス
に
分
け
、
採
用
試
験

等
に
合
格
・
内
定
し
た
４
年
生
に

よ
る
講
話
及
び
座
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、
「
自

己
分
析
を
し
て
臨
む
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
た
」
「
こ
の
時
期
に
実

体
験
に
そ
っ
た
先
輩
の
話
が
聞
け

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

６日　仕事始め
８日　授業再開
10日　�卒業研究提出締切日

（４年次）
11日　�同窓生と鹿屋体育大

学との情報交換会
15日　�大学院学位論文提出

締切日

学内行事
（令和２年1月）

聞
か
れ
、
有
意
義
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成

元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費

（
寄
付
金
）
は
一
口
企
業
三
万
円
、
個
人

一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す

る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現

金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機

関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高

配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
っ
て
意
義
の
あ
る
大
学
説

明
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
説
明
会
開
催

第５回

　本紙は主に在校生の活躍や母校における行事等を掲載
してきておりますが、卒業生のご活躍も掲載可能です。（紙
面の都合により掲載できない場合もございます。）ぜひ全
国各地でご活躍されている先輩方の情報も発行元又は大
学広報係までご連絡ください。
　また、卒業時に届けられたお名前、住所やアドレス等
に変更生じた方は、ご連絡ください。
　今後とも本財団及び鹿屋体育大学をよろしくお願いい
たします。

鹿屋体育大学卒業生の皆様へ

18日　�大学入試センター試験�
（～ 19 日）

20日　�学位論文発表会（博士後期
課程）（～ 2月 5日）

21日　�COC+第 4回企業・自治
体等との懇談会

22日　補講期間（～ 2月 4日）
25日　�学位論文発表会（修士課

程）、学生宿舎餅つき大会
26日　�第 6回東京サテライトキャ

ンパス大学説明会

【陸上競技】
◆第35回U20日本陸上競技選手権大会
（10/18～20　広島/広島広域公園陸上競技場）
▽男子
	 走幅跳	 3位	 小畠　康成

◆第4回九州学生陸上競技新人選手権大会
（10/19～20　長崎/島原市営陸上競技場）
▽男子
	 110mH	 1位	 堀井　直樹
	 走幅跳	 3位	 山口　大輔
	 三段跳	 2位	 千葉　正紀

▽女子
	 走幅跳	 1位	 髙橋　美夢
	 砲丸投	 2位	 鳴瀧　美咲
	 円盤投	 1位	 種田　楓子
	 やり投	 2位	 永山　莉子

【テニス】
◆2019年度全日本大学対抗テニス王座決定試合
（�10/9～13　愛媛/愛媛県総合運動公園

テニスコート）
▽男子
	 団体	 8位	 鹿屋体育大学

▽女子
	 団体	 8位	 鹿屋体育大学

【女子バレーボール】
◆�2019年度九州大学秋季バレーボール�
女子リーグ福岡大会

（10/17～10/20　福岡/福岡市総合体育館）
▽女子
	 1部リーグ	 1位	 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆�令和元年度第62回九州学生体操競技新
人大会

（10/19～20　長崎/長崎県立総合体育館）
▽男子
	 団体総合	 1位	 鹿屋体育大学A
	 個人総合	 1位	 長谷川　毅
		  2位	 原口　幸大
		  3位	 高田　佑貴
	 種目別　ゆか	 2位	 福本　岳琉
	 種目別　あん馬	 1位	 金山　大和
		  2位	 長谷川　毅
		  3位	 山口　智輝
	 種目別　つり輪	 1位	 福本　岳琉
	 種目別　跳馬	 1位	 原口　幸大
	 種目別　平行棒	 1位	 長谷川　毅
		  2位	 原口　幸大
	 種目別　鉄棒	 1位	 原口　幸大

▽女子
	 種目別　ゆか	 2位	 碩山　莉穂
	 種目別　段違い平行棒
		  2位	 碩山　莉穂

【自転車競技】
◆2019ジャパンカップサイクルロードレース
（10/19　栃木/宇都宮市森林公園周回コース）
▽女子オープン
	 30.9㎞	 8位	 成海　綾香

10月


